
５. 立面図 -昼と夜で姿を変える SOHO空間  今回、ケーススタディとして東海市で近郊農業×賃貸住宅という提案をした。この手法は東京、大阪
など他の都市にも通用するシステムではないかと考え、農家減少問題解決第一歩となる事を望む。

ふき農家であるオーナーが住戸人にノウハウを伝えながら
住む集合住宅。労働分が家賃から引かれるシステムでライ
フワークバランスを調節することを可能とし、さらに近隣
住人とのコミュニティによるオーナーの利益も考えられる。

ビニールハウスの規格を利用した住居空間を考える。構造を
ビニールと鉄骨造の二種類に分けることにより、農業空間
× 住居空間 ×SOHO 空間という新しいライフスタイルの可
能性を見出す。

奥行のあるビニールハウスの構造を生かし、レベル差に
よって空間を仕切ることで、外のふき畑との関わり方が変
わる。また、３年間でふきの高さが変わるため空間に様々
な色を与える。

新たな近郊農業のコミュニティ
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１. 背景 -農家に転職するハードルの高さ ２. プログラム - 転職のリスクを減らすシステム ３. 構造 -地域と新たなネットワークを形成する SOHO動線 ４. 設計手法 -ふきの高さを生かした断面操作と空間  
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今回は、近郊農業として東海市で日本一の生産量を誇るふきに着目した。

問題点として、農家減少が顕著になっているが農家に転職するハードル

は以前として高く、副業として農家を営む期間の必要性を感じた。そこ

で、農業を含めたライフワークバランスを調節する建築を提案する。
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農家を副業としライフワークバランスを成立させるため、
近郊農業を取り入れ、立地からシステムを考える。

ふきは、３年間を通して１ｍ近くまで高くなることがわかっ
ていて、ふきの生態から設計を考える。

農業したいけど不安

農家と仕事を両立 農業をしたい人 農業協会農業学校

入学 就職
本来の農家への転職

東海市

名古屋市
住 農 農 農農 住 住

ふきの高さによる空間への影響

１年目 ２年目 ３年目
森に包まれる成長を感じる解放感

1/250　

風呂からふきを眺める　-400

リビングからふきを眺める　-1500

読書スペースからふきを眺める　-500

¥

¥

副業として時間を割く
収入

収入 副業
労働分

¥ 家賃

¥ 家賃 割引

仕事の時間を農作業へ

労働分

家賃からの割引


